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池・五島列島汐池）では、SCPs・IASs年間沈積量とその時系列的変化、石炭・石油の燃料種の割合を示す
IASs/(SCPs+IASs) 比の空間的変化が明瞭に異なることを明らかにした。とくに SCPs・IASs年間沈積量と
IASs/(SCPs+IASs) 比は、都市域では国内の化石燃料燃焼量変化や大気汚染物質の排出規制と調和して変化する
が、離島地域では20世紀中頃からの中国の石炭燃焼量急増傾向と一致することから、西日本の離島は東アジア
越境大気汚染の影響を強く受けていることを指摘した。一方、SCPs・IASsの表面形態・化学組成の研究では、
粒子毎に表面形態と化学組成を詳細に検討し、SCPs発生起源物質の識別が可能であることを明らかにした。 
 SCPs・IASsの長期時空間分布を詳細に解析し、SCPsの表面形態・化学組成から起源物質の識別が可能である
ことを指摘した本研究は、第四紀環境地質学の発展に大いに寄与するものであり、博士（理学）の学位を授与
するに値するものと認める。 
